
JP 2020-184898 A 2020.11.19

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】コンテナ利用の植物ハウスにおいて、製造が容
易で、強度の強い農業ハウスの提供。
【解決手段】外周が金属板で囲まれて、天井面１と底面
と一対の対向する側面２とを有する箱体状の可搬型のコ
ンテナ１０が用いられ、天井面１の一部を棚部１ａとし
て残すと共に、一方の側面２の下部を下壁２ａとして残
して、天井面１と一方の側面２が切断されてそこに窓枠
３を形成し、窓枠３が透光板４で閉塞されたコンテナ利
用の農業ハウス。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周が金属板で囲まれて、天井面（１）と底面と一対の対向する側面（２）とを有する
箱体状の可搬型のコンテナ（１０）が用いられ、その天井面（１）の一部を棚部（１ａ）
として残すと共に、一方の側面（２）の下部を下壁（２ａ）として残して、前記天井面（
１）と前記一方の側面（２）が切断されてそこに窓枠（３）を形成し、その窓枠（３）が
透光板（４）で閉塞されたコンテナ利用の農業ハウス。
【請求項２】
　前記棚部（１ａ）にソーラパネル（５）が載置され、それをハウス内の動力源とした請
求項１に記載のコンテナ利用の農業ハウス。
【請求項３】
　前記天井面（１）の一部と側面（２）の一部とにより、コンテナの横断面がＬ字状に連
続する窓枠（３）を有する請求項１または請求項２に記載のコンテナ利用の農業ハウス。
【請求項４】
　前記天井面（１）の一部と側面（２）の一部とで形成する横断面Ｌ字状の角部が、両面
を斜めに連結する斜め枠（３ｂ）に形成され、その斜め枠（３ｂ）にフレネルレンズ（４
ａ）の平面が斜めに配置され、それにより太陽光が外側から内側に拡散されるように形成
された請求項１または請求項２に記載のコンテナ利用の農業ハウス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可搬型のコンテナを活用した農業用ハウスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１に記載の海上コンテナ式植物工場は、キャスター付き脚部を有する架台
上に断面方向に設けた複数の三角形状の取付枠と、取付枠に傾斜して取付けられ、且つ多
数の植物支持孔を設けた植物栽培パネルの複数枚とを備えたものである。
　この植物工場は、コンテナの上面全部と一方の側面全部とをそれぞれ切断し、内部に植
物栽培ユニットを配置したものである。このようなコンテナは、規格化されて、強度があ
り、耐久性も高く、移動可能である利点を有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－９０６０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようなコンテナ利用のハウスにおいて、製造しやすく、且つ植物ハウスとして丈夫
で必要最小限の加工で済むものを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、外周が金属板で囲まれて、天井面（１）と底面と一対の対向
する側面（２）とを有する箱体状の可搬型のコンテナ（１０）が用いられ、その天井面（
１）の一部を棚部（１ａ）として残すと共に、一方の側面（２）の下部を下壁（２ａ）と
して残して、前記天井面（１）と前記一方の側面（２）が切断されてそこに窓枠（３）を
形成し、その窓枠（３）が透光板（４）で閉塞されたコンテナ利用の農業ハウスである。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記棚部（１ａ）にソーラパネル（５）が載置され、それを
ハウス内の動力源とした請求項１に記載のコンテナ利用の農業ハウスである。
【０００７】
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　請求項３に記載の発明は、前記天井面（１）の一部と側面（２）の一部とにより、コン
テナの横断面がＬ字状に連続する窓枠（３）を有する請求項１または請求項２に記載のコ
ンテナ利用の農業ハウスである。
【０００８】
　請求項４に記載の発明は、前記天井面（１）の一部と側面（２）の一部とで形成する横
断面Ｌ字状の角部が、両面を斜めに連結する斜め枠（３ｂ）に形成され、その斜め枠（３
ｂ）にフレネルレンズ（４ａ）の平面が斜めに配置され、それにより太陽光が外側から内
側に拡散されるように形成された請求項１または請求項２に記載のコンテナ利用の農業ハ
ウスである。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、コンテナの天井面１の一部を棚部１ａとして残すと共に、一
方の側面２の下部を下壁２ａとして残して、それらを除く各面が切断されることにより窓
枠３を形成し、その窓枠３が透光板４で閉塞されたものである。
　即ち、既存のコンテナを部分的に切断することにより、製造容易で経済的な農業ハウス
とすることができる。このとき、天井面１の一部および側壁２の一部が残ることにより、
ハウスの端部の強度を保持できる。それと共に、ハウス内に太陽光を充分取り入れて、内
部温度を最適に保持できる。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、棚部１ａにソーラパネル５が載置され、それをハウス内の動
力源としたものである。これにより、棚部１ａを有効に利用してハウス内の各種制御を行
える。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、天井面１の一部と側面２と一部とが、横断面Ｌ字状に連続す
るものである。これにより、ハウス内の日陰を少なくして、太陽光を効率的に内部に取り
込むことができる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、ハウスの角部の斜め枠３ｂにフレネルレンズ４ａの平面を斜
めに配置し、それにより太陽光を外側から内側に拡散されるようにしたものである。これ
により比較的小さな斜め枠３ｂから、太陽光を効率よく内部に取り込むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明のコンテナ利用の農業ハウスであって、図２（Ｂ）のＩ－Ｉ矢視断面説明
図。
【図２】同農業ハウスの説明図であって、（Ａ）は図１のＩＩ－ＩＩ矢視断面図、（Ｂ）
はその内部平面図であって図２（Ｃ）のＢ－Ｂ矢視断面図、（Ｃ）は同農業ハウスの正面
図。
【図３】本発明の第２実施例であって、（Ａ）は図３（Ｂ）のＡ―Ａ矢視断面図、（Ｂ）
はその内部平面図、（Ｃ）は同ハウスに用いられるフレネルレンズ４ａの断面説明図、（
Ｄ）は同フレネルレンズ４ａの斜視図。
【図４】本発明の第３実施例の斜視説明図。
【図５】本発明の第４実施例の斜視説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　次に、図面に基づいて、本発明の実施の形態につき説明する。
【実施例１】
【００１５】
　図１及び図２は、可搬型コンテナを利用した本発明の農業ハウスの第１実施例であって
、図１はその横断面図、図２（Ａ）は図１のＩＩ－ＩＩ矢視断面図、（Ｂ）は内部平面図
、（Ｃ）は正面図である。
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　このコンテナ１０は外周が鋼板またはアルミニウム等の金属板で囲まれて、天井面１と
底面と一対の対向する側面２、並びに一対の扉とを有する箱状体からなる可搬式のものを
利用して農業ハウスを作成したものである。そして、その天井面１の一部を棚部１ａとし
て、天井面１の残部を切断するとともに、一方の側面２の下壁２ａを残し、その残部を切
断したものである。両下壁２ａの対角位置には、換気扇１３が設けられている。
　そして、横断面Ｌ字状の連続した窓枠３を形成する。この例では、補強用の補強柱６と
補強梁７と筋交８とを内部に配置して、農業ハウス１１の剛性を保持している。そして、
横断面Ｌ字状に形成された窓枠３には、透光板４として強化ガラスが張り付けられる。天
井面１及び側面２の内面には、断熱材１２が張り付けられる。
【００１６】
　また、内部は防錆処理が施され、床面には排水機能が設けられる。天井面１の棚部１ａ
上には、パネル架台を介してソーラパネル５が取付けられる。長手方向の両端面には一対
ずつの扉２１（図２（Ｂ））が開閉自在に取付られる。
　このようにしてなる農業ハウス１１の内部には、育苗架台９が収納され、育苗架台９上
に育苗ユニット９ａが設けられる。そして、育苗ユニット９ａ上で各種の植物が栽培され
る。
　この例では、図２（Ａ）（Ｂ）に示す如く、内部に円筒タンク１４とクリーンタンク１
５と自動給水ユニット１７と比例式混入器１６とが設けられ、パイプ２０を介して、液肥
や水が供給される。そして、透光板４を介して、太陽光をハウス内部に取り入れ、植物を
栽培する。また、ハウス内には図示しない自動灌水制御盤が設けられている。
【００１７】
　なお、上記実施例において、補強梁７、補強柱６、筋交８は、それを省略することもで
きる。
　また、透光板４はリニア型のフレネルレンズを用いても良い。さらには、この例では、
育苗架台９が１列設けられ、その育苗架台９に育苗ユニット９ａが農業ハウス１１の長手
方向に並列されているが、幅方向に複数列の育苗架台９を配置しても良い。可搬コンテナ
としては、４０Ｆ、２０Ｆ、ＪＲコンテナその他を用いることができる。
【実施例２】
【００１８】
　次に図３は、本発明の第２実施例であり、この例では天井面１及び側面２の切断部分を
それらの端部のみに限定し、その切断位置の斜め枠３ｂに斜めに、フレネルレンズ４ａを
配置したものである。このフレネルレンズ４ａは、図３（Ｃ）及び（Ｄ）に示す如く、太
陽光をリニア型のフレネルレンズ４ａの外側から内側に拡散できるようにしたものである
。これにより、斜め枠３ｂを小さくして、内部の温度制御を容易にできる。さらには、こ
の例では、クリーンタンク１５、円筒タンク１４、比例式混入器１６等が農業ハウス１１
の外部に配置され、それらと農業ハウス１１とがパイプ２０によって接続されたものであ
る。
【００１９】
　なお、この例では、フレネルレンズ４ａは太陽光を外側から内側に拡散するように形成
したが、それとは逆に、太陽光を内部に集約することも可能である。なお、フレネルレン
ズはその外面側に埃が付着するのを防止するため、保護用ガラスを外面に配置することが
できる。
【実施例３】
【００２０】
　図４は本発明の第３実施例であり、この例の農業ハウス１１はその角部に斜め枠３ｂが
形成され、そこに透光板４が並列されたものである。
【実施例４】
【００２１】
　次に、図５は本発明の第４実施例であり、この例では図４の実施例に加えて、補強柱６
と補強梁７と筋交８とが斜め枠３ｂに取付けられている。
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【符号の説明】
【００２２】
　１　天井面
　１ａ　棚部
　２　側面
　２ａ　下壁
　３　窓枠
　３ｂ　斜め枠
　４　透光板
　４ａ　フレネルレンズ
【００２３】
　５　ソーラパネル
　６　補強柱
　７　補強梁
　８　筋交
　９　育苗架台
　９ａ　育苗ユニット
　１０　コンテナ
　１１　農業ハウス
【００２４】
　１２　断熱材
　１３　換気扇
　１４　円筒タンク
　１５　クリーンタンク
　１６　比例式混入器
　１７　自動給水ユニット
　２０　パイプ
　２１　扉
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